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薬
で
更
年
期
婦
人
の
冷
え
の
ぽ

せ
、
い
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ゆ
る
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フ
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シ

こ
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に
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て
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え
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い
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ら
れ
ま
す
。
暑
が
っ
て
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も
基
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は
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で
あ
り
冷
え
症

を
改
善
す
れ
ぱ
火
照
り
も
な
く
な

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

高
齢
者
は
何
ら
か
の
糧
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患

.
ず
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薬
扱
う
医
療
機
関
受
診
を

ユ
に
有
効
な
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性
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ル
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は
暑
が
り
や
冷
え
性
に
効
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も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
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高
齢
で
の
ぽ
せ

と
冷
え
が
同
時
に
起
こ
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で
効
果
が
あ
る
西
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薬
に
つ
い
て

は
思
い
つ
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ま
せ
ん
。

芳
'
渓
方
薬
に
は
怨
や
冷

え
に
対
す
る
薬
が
多
数
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
の
場
合
は
例
え
ど

し
か
し
、
冷
え
と
の
ぽ
せ
が
同

時
に
あ
る
場
貪
冷
え
性
の
薬
だ

け
で
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不
十
分
か
も
し
れ
ま
せ

ん
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方
薬
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な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
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こ
の
よ
う
な
薬
を
単
独
で
、

あ
る
い
は
前
述
の
薬
と
の
併
用
で

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ

れ
ら
の
疾
患
に
も
有
効
な
漢
方
薬

が
い
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ぱ
腸
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弱
っ
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下
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す
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湾
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駆
察
し
な
い
と
決
め
ら
れ
な
い

の
で
、
漢
方
薬
を
取
り
扱
う
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
日

蛋
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医
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ム
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で
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方
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門
医
の
名
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医
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知
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。
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漢
一
力
薬
の
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前
を
た
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紹
介
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ま
し
た

が
、
何
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処
方
す
る
か
は
、
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、
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い
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2年ほど前から背中や胸部の体感温度の異

常ιご悩んでいます。最初はホットフラツシユ

と思っていましたが寒気も感じるようにな

り、現在は熱感や寒気が同時に起こって不快

です。何科を受診すれぱ良いのでしょうか?

治すことはできますか (76歳、女性)
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川口恵子医師


